2020年度活動報告 CJP授業 : 表現法3-5 by 福富 奈美 & Nami Fukutomi














 本授業は、初級終了から中級前半の学習者を対象1とし、日本語能力試験 N3 レベル
の文法表現を学習することを目標とした。週１回の授業で『新完全マスター文法日本
語能力試験 N3』を教科書として使用した。今学期は新型コロナ感染症の拡大を受け、






 初回授業は全レベルの表現法クラス（5-8、4-7、3-5）合同で行い、今期は Zoom を
使用して同時双方向型オンライン授業での開講となる旨を説明し、表現法クラスの主
旨と各レベルの授業内容の概要を説明した。本クラスは、学習内容自体に大きな変更















                                                  
1 本校基準のレベル 3-5 の学習者を対象とする。あい 
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発表し、説明で理解できない部分を質問するなど積極的に参加した。しかしながら、PC
やタブレットの画面越しという特殊な環境で対面授業時と同じように自由に対話できたと
は考えにくい。学生によっては言いたいことが言えない・聞けない不満を抱えていた可能
性がある。また、授業の進め方に加え、定期試験を行わず、宿題とクイズ、参加度だけで
評価した結果が妥当であったか検討する必要がある。一方で、宿題の内容に変更はなく、
対面授業実施時は欠席すると提出・返却が遅れ、当該課のクイズまでにフィードバックで
きないなど影響があったが、オンラインでは未提出の場合、メールで督促することができ、
学生の提出後、速やかにフィードバックできた。これは授業形態の変化が有効に機能した
と評価できる。 
